
 

＜概要＞
  動物の放射線感知能力について、行動や生理学的分析を基に実験的に調べた研究は比較的多く

ある。動物種によって放射線の感受性が非常に異なるその理由は明確になっていないのが現状で
あるが、哺乳類、魚類等、無脊椎動物を使って放射線の感受性を実験した例があり、一部の動物
においては、放射線を感ずるものも存在していると思われる。
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＜本文＞
  「動物は、放射線を感じることができるか」放射線科学に携わるものなら一度は考えるであろ

う非常に素朴な疑問に、行動や生理学的分析から捉えた研究は比較的多い。特に、1950年代に
は、あらゆる動物を使って研究されている。

 １．哺乳類の例
  例えば、ラットに電気ショックを与える予告として、微量Ｘ線を使った実験がある。Ｘ線を照

射してから2秒後に、電気ショックを6秒間与えるという体験を40回繰り返す。その後、餌箱の付
いたケージに移して、ラットがその箱から餌を取りだそうとしている時に微量Ｘ線を照射する
と、ラットは電気ショックが来ると思い、餌を食べるのを止めて必死に逃げだそうとする。これ
は、0.05R/秒（＝12.9μC/kg秒）という極低線量率照射でも効果があったと報告されている（文献
1）。

  また、別の方法で動物のＸ線感知を示した実験がある。ラットの飼育箱に、水道水を入れたビ
ンと、もう１つ、サッカリン（砂糖）水を入れたビンを入れて置く。そのビンの中の液量の減り
具合から、ラットは水道水よりもサッカリン水の方を好んで飲むことがわかった。そのラットに
5R/時間（＝1.29mC/kg時間）の条件で6時間（全線量30R＝7.74mC/kg）のγ線照射を行い、照射
中は、サッカリン水だけを与えるようにする。2日目以降、再び飼育箱には、水道水とサッカリン
水の両方を備え付けておくと、面白いことにラットは、水道水の方を好んで飲むようになった。
この効果は、約1ヵ月間続いたと報告されている（文献2）。ラットにとって、このγ線照射は不快
な出来事であり、サッカリン水を不快な体験と結びつけたために起こった現象なのかも知れな
い。また、ネコを使っても同様な結果が得られたと報告されている。

  次に、マウスを使った実験例を示す。ケージの一部に鉛で遮蔽した空間を作り、その中にマウ
スをいれてＸ線照射後の行動を観察する。Ｘ線を照射していない時は、マウスは、自由にケージ
内を歩き回る。しかし、Ｘ線のスイッチがオンになり、積算線量が3Gyに達するころには、次第
に遮蔽された空間に移動するマウスが増えていった（逃避行動）。この現象は、線量率より積算
線量に依存したと報告されている（文献3）。マウスにおいても、Ｘ線と言う刺激を不快なものと
感じているようである。

  また、この様なＸ線感知に関する研究を脳波を指標に捉えた報告もある。50mGyのＸ線を寝て
いるマウスに照射したところ、照射直後から覚醒反応が現われた。この現象は、嗅球（匂を感じ
る脳内部位）を破壊すると、観察されなくなることから、微量Ｘ線を感知するのは嗅覚系の作用
が重要であると報告されている（文献4）。

 ２．魚類等の例
  この様なＸ線感知に関する実験は、哺乳動物ばかりでなく、サカナ（文献5） やカメ（文献6）

においても観察されている。特に、カメはＸ線照射（2900R/秒）後、奇妙な行動を示した。それ
は、照射直後から数秒後に見られる反応として（第一段階）、「頭を持ち上げ、空気の匂いをか
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ぎ、首を上下、左右に動かすが、体はじっとしている」段階、その後、カメは突然、Ｘ線照射野
から逃げ出す段階（第二段階）が観察された。中には、照射直後に、あたかも顔に気味の悪い物
質がついたかの様に、カメは前足で顔を拭う様な動作をしたと報告されている。また、この照射
を繰り返していくと、カメは次第に上記の様な逃避反応を示さなくなることから、Ｘ線という刺
激に慣れていくものと考えられた。Ｘ線は、言うまでもなく目に見えない刺激であるが、動物個
体の反応からみると、化学的刺激と同様、「順応性（Adaptation）」を示したことになる。
３．無脊椎動物の例
 最後に、無脊椎動物の例を紹介する。ザリガニにＸ線照射（5−10R/秒＝1.29−2.58mC/kg）をす
ると、その上体を起こし、鋏をふりあげて動きまわり、やがて照射野から逃げ出す（文献7）。こ
の効果は、目を取り去ったザリガニにおいても観察されることから、視覚がＸ線感知に関係して
いない。また、目を除去したザリガニの腹部のみの照射でも、照射同様の効果が見られた。この
ザリガニのＸ線照射によって生じる電気生理学的反応を調べてみると、可視光に感じるとされて
いる腹部第6神経節が、Ｘ線にも反応を示した。ザリガニは、可視光を感ずるのと同じ様に、Ｘ線
を感じ取っているのかも知れない。
 ダンゴムシの例では、自然放射線の15倍（4.5μSv/h）、30倍（9μSv/h）の Srβ線源核種を箱の
中に置いたところ、自然放射線の15倍の線源ではダンゴムシが線源に集まる傾向があり、30倍の
線源では線源から遠ざかる傾向があった（文献8）。
 アリの例では、Ｘ線照射後、触覚を振るなど様々な反応を示す。最終的には、やはり照射野か
ら逃げ出す（文献9）。照射からその逃避行動までの時間を測定した時、10R/秒以上の線量率照射
で約0.5秒であったと報告されている。また、目を除去したアリは、逃避行動を示さなかったこと
から、アリの視覚系は、ザリガニの場合と違い、Ｘ線感知に関与しているのかも知れない。ま
た、Ｘ線照射後のカエルの網膜電位を調べた実験がある。0.007R（162R/秒）という線量に、網
膜電位変化が現われるしきい値があったと報告されている。この様に、動物（生物）は、間違い
なくＸ線を感じる機構をもっていると考えられる。しかし、Ｘ線を感じる場所は、種によって違
っており、またその知覚に対するしきい値線量（率）も生物によって大きく異なっているように
思われる。
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